
エコロジー
Ｃ０２大幅削減

遮熱＆保温

ハウス内張り資材



特長

「ＤＣ７」

省エネ
エコロジー

湿気を吸って

高い保温力

特殊樹脂層

クロス（強度層）

熱伝導率の低い
吸湿断熱材

破れにくい
裂けにくい

ここがミソ！

当社の断熱カーテン「ドリームシート」は、中間層に吸湿材をおり込んでおり、閉じ込めら
れた水分が熱への壁となって、空気膜より優れた断熱遮熱効果を発揮します。
冬場は保温、夏場は遮熱といった両方の使い方が可能です。また、ハウス内の余分な水
分を吸湿しますので、結露による病気の蔓延や作物の破損も軽減します。
厚みが0.15mm前後と薄いため扱いやすく、耐久性に関しても非常に強いシートです。



省エネルギー内張り被覆材対策

①ハウスの密閉性向上
冷気の侵入をふさぎ、暖気の漏れを減らす

谷樋、裾、出入口の多重被覆

②保温性の高いシートを使用
熱伝導性の低い素材 ⇒ 断熱・保温機能

農ＰＯ＜農ビ＜ｴｱｰﾎﾟﾘ＜断熱繊維（吸湿性）

③丈夫で扱い易いこと



現行品より､約２８.６％（１００万円）の節減効果があった

サンプル
燃料使用量

（Ｌ）
灯油代
（千円）

節減率
（％）

シルバー
シート 41857 4094 －17.2

エアーポリ 31750 3105 11.1

ポリシート
（現行品） 35714 3493 0

25512 2495 28.6

測定地域：山形県

期間：H20.1/2～4/30

作物：オウトウ

使用燃料：灯油

（97.8円/Lで計算）

シート費用；約11万円

ドリームシート評価（山形）

※ドリームシートはハウスの外回りの雪が溶けていない。 ＰＯは雪が溶けていた。



加温期間 １２月～３月

夜温設定温度
18時～0時

１６℃

0時～6時

９℃

昨シーズンの

燃料使用量

サイド：農ビ
２５ｋｌ

今シーズンの

燃料使用量

サイド：

農ビ＋ドリーム
シート

１９ｋｌ

ハウス面積：２０a

ドリームシート評価（ナス①）

評価地区：徳島県

作物：ナス 期間：Ｈ２１年１２月～Ｈ２２年３月

使用燃料：重油 シート費用；１３万円

昨年に比べ、約２４％（５４万円）の節減効果があった

サイドに高さ１.５m（褄面１.８m）＋スソ０.５mに使用



加温期間 １２月～３月

夜温設定温度 １３℃

昨シーズンの

燃料使用量

サイド：農ビ
７.８ｋｌ

今シーズンの

燃料使用量

サイド：

ドリームシート

６.１ｋｌ

ハウス面積：１２a

ドリームシート評価（ナス②）

評価地区：徳島県

作物：ナス

期間：Ｈ２２年１２月～Ｈ２３年３月

使用燃料：重油 シート費用；約７万円

昨年に比べ、約２２％（１５万円）の節減効果があった

両サイド（高さ３.０m）に使用



加温期間 １０月～４月

Ｈ２３年度

シーズンの

燃料使用量
３０ｋｌ

Ｈ２４年度

シーズンの

燃料使用量
２４ｋｌ

ハウス面積：36a

ドリームシート評価（バラ）
評価地区： 愛知県

作物： バラ

使用燃料：Ａ重油 （ヒートポンプ設置棟）

昨年に比べ、約２０％（48万円）の節減効果があった
※Ａ重油 ８０円／ℓ

ドリームシート

谷０．７５m

サイド北西４．０m

スソ東南１.０m



ＨＰ導入棟
評価
（９ａ）

削減率
（％）

１９００Ｌ ９００Ｌ
52.6
（44.9）

②
電気使用料金 356,920円 326,444円 8.5

測定地域：宮崎県

作物：ピーマン

ドリームシート評価（ﾋﾟｰﾏﾝ）

①

重油使用量
スソ張り

谷張り

導入後

翌年

※

※標準棟により、気温差で補正した値

平成22年10月

～平成23年3月
平成23年10月

～平成24年3月

スソ張り

谷張り

導入後



ﾄﾞﾘｰﾑｼｰﾄ2ｼｰｽﾞﾝ評価（高知県）
月別重油給油量比較表

ハウス面積 23ａ 間口7.2ｍ×奥行105ｍ 3連棟

作物 ピーマン 谷へこ面設置

を設置する事で、
約２０％の節減効果あり
過去１０年間の平均給油量 ４３ｋℓ

年月 給油量 年月 給油量 年月 給油量

ドリームシート ドリームシート ドリームシート

未使用 谷部使用 谷部使用

平成22年11月 5kℓ 平成23年11月 3kℓ 平成24年11月 4kℓ

平成22年12月 8kℓ 平成23年12月 7kℓ 平成24年12月 8kℓ

平成23年1月 11kℓ 平成24年1月 8kℓ 平成25年1月 9kℓ

平成23年2月 8kℓ 平成24年2月 7kℓ 平成25年2月 6kℓ

平成23年3月 8kℓ 平成24年3月 6kℓ 平成25年3月 5kℓ

平成23年4月 4kℓ 平成24年4月 2kℓ 平成25年4月 3kℓ

合計 44kℓ 合計 33kℓ 合計 35kℓ

谷へこ用保温シート



ドリームシートの保温性（ｻｰﾓｸﾞﾗﾌｨｰ分析）

「愛知 小菊ﾊｳｽ」 平成２４年１２月２１日
午後５時頃撮影

谷用保温シートに使用

未設置 設置

６～７℃ １０～１１℃

ドリームシート設置有無で約４℃の差がある



他社裾シートの保温性（ｻｰﾓｸﾞﾗﾌｨｰ分析）

「愛知 大葉ﾊｳｽ」 平成２５年２月８日
午前１１時頃撮影

裾用シート（農ＰＯ 0.15）

ＰＯを設置しているが差は０．５℃⇒効果低い

裾シート１６．８℃

シート幅１．０ｍ

内張り１６．３℃



ドリームシートの保温性（ｻｰﾓｸﾞﾗﾌｨｰ分析）

「愛知 大葉ﾊｳｽ」 平成２５年２月８日
午前１１時頃撮影

裾用保温シート（ドリームシート）

ＤＣ５設置で２℃以上の差が出る⇒効果は非常に高い

内張り１６．３℃

裾シート１８．３℃

シート幅１．０ｍ



試験シート DC5 DC7 ※高湿DC7 他社Ｓ

下降温度差 3.7 3.5 4.3 2.3

保温効果率 27.0 25.5 31.4 17.0

下降温度差；空試験の最大下降温度－試験シートの最大下降温度

保温効果率；（空試験の最大下降温度－試験シートの最大下降温度）/空試験の最大下降温度×100

ドリームシート保温性試験

試験室の大きさ43.5cm×43.5cm×48.5cm

ガラス板で仕切り、内張りに試験シートを取り付け

約２５℃温度から冷気室を冷却装置で約60分冷却

して、試験室内の温度変化を測定。

H28.8.18

一般財団法人 日本繊維製品品質技術センター

ドリームシートは湿度を吸うことでさらに優れた保温性を示した

≪試験結果≫

冷気室 試験室

ガラス板 試験シート

※25℃90％Rhで24時間前処理



高湿DC7が一番
冷えにくい

他社品は冷え
やすい

25℃基準

25℃基準

保温性が高い



使用事例 静岡県

「花卉」
ｶﾞｰﾍﾞﾗ

平成２５年２月２８日撮影

谷・裾用保温シート



使用事例 愛知

「トマト」
谷用保温シートに使用

平成２５年２月５日 撮影

裾張りに使用

サイド張りに使用



「みかん」 サイド保温シートに使用

使用事例 長崎 平成２１年１月２３日 撮影



「トマト」

サイド巻き上げ式に使用

使用事例 岡山 令和元年１１月７日 撮影

谷樋に使用



「花き 鉢物」
サイドに使用 ５年経過

使用事例 愛知 令和２年３月１６日 撮影



谷トイ部への設置参考手順

④柱の所は、出来るだけ隙
間ができないように留める。

≪丸パイプハウスの事例≫

・谷樋(金属部分)からの冷気侵入を防ぎ
暖気を逃がさない！
・結露ぼた落ちの大幅減

内張り保温シート

①２枚のｼｰﾄを谷ﾄｲに沿っ
て通す。紐を先に通し、シ
ートをくくりつけ通す方法も
あり。

②ｼｰﾄ上部を屋根ﾊﾟｲﾌﾟに片
側から順番にﾊﾟｯｶｰで留め
ていく。縮み性を考慮してや
や緩めに。

③２枚のｼｰﾄ下部を洗濯ﾊﾞ
ｻﾐ、ﾎｯﾁｷｽ等で留める。

⑤完成

規格
40cm幅×50ｍ巻 50cm幅×50ｍ巻
注文５本以上 注文３本以上



ハウス谷樋ドリームシート設置事例いろいろ



ドリームシート最新評価（きゅうり）


